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香川県採用
RECRUITING GUIDE



施設紹介

　本社や県内の赤十字施設と協力し、県民のみなさまからお寄せいただ
いた活動資金や寄付を財源とし、災害救護や赤十字講習の普及、ボラン
ティアの育成、青少年赤十字活動等、いのちと健康、尊厳を守る人道活動
の拠点です。
　「人道」を理念に国際救援・開発協力、災害救護、安全講習会普及、ボラ
ンティア活動、青少年赤十字活動、国際人道法普及など、さまざまな活動
を行っています。

　住所　〒760-0017 香川県高松市番町一丁目10番35号 
　　　　香川県社会福祉総合センター内
　TEL　087-861-4618

日本赤十字社香川県支部

　高松市内の献血ルーム「オリーブ」および県内全域を巡る献血バス
で献血のご協力をお願いするとともに、輸血を必要とする患者さんの
ため、医療機関で必要な血液製剤を安定的にお届けできるよう努めて
います。

　住所　〒761-8031 香川県高松市郷東町字新開587番地１
　TEL　087-881-1500

香川県赤十字血液センター

高松赤十字病院

　明治40年（1907年）に日本赤十字社香川支部病院として、全国では６
番目、四国では最初の赤十字病院として開設されました。以来、市内中心
部の現在地で、香川県内の中核病院として、新生児から高齢者まで幅広
い高度急性期・専門的医療を担い地域医療を支えるとともに、災害時に
は香川県内のみならず全国に向けて医療救護班を派遣しています。
　高松赤十字病院の理念である「人道・博愛」の精神に基づき、これまで
も、これからも地域に「 　」（プラス）の病院であり続けるために安心安
全で質の高い医療を行います。

　住所　〒760-0017 香川県高松市番町四丁目１番３号
　TEL　087-831-7101

ホームページ

ホームページ

ホームページ



日本赤十字社香川県支部

多田 昌弘事業推進課
2023年入社
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　ボランティアや学校の先生方、上司や先輩等、周囲の人のサポートにより日々
赤十字業務が成り立っていることを肌で感じ、また同時に責任も感じます。
　令和６年能登半島地震では、救護班のメンバーの一員として現地に赴きまし
た。石川県支部では同じ救護服を着た多くの仲間と、避難所では同じ志を持っ
た他機関のチームと協働しまし
た。とても心強かったです。赤
十字の救護活動は医療の提供だ
けではありません。被災者の心
に寄り添い、きめ細かい丁寧な
活動をシームレスに繋いでいき
ます。未来に備え防災・減災の
普及、やさしさの普及に取り組
んでいきます。

出社
講習指導にかかる指導員派遣調整
講習資器材準備
昼休憩
講習指導等
青少年赤十字関係業務
退社

8：30
8：45
10：00
12：00
12：55
15：00
17：10

福山 大直総務課
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　私が中学２年生の時に東日本大震災が発
生。テレビを通してではあったものの、自分
の目で初めて見る大規模な災害を目のあたり
にして、何か人のために行動できるようにな
りたいと思うようになりました。
　入社後は支部の総務課配属となり、義援金・
救援金の受付の他、職員の給与や社会保険を
担当しています。慣れないことも多く、毎日
が勉強の日々ですが、自身の働きが苦しんで
いる人を救うことにつながっていると思うと、
とてもやりがいを感じます。 

1日のスケジュール

出社、メール確認
文書収受・会計業務
昼休憩
銀行手続き、郵便手続き
義援金・救援金管理業務
退社

8：30
8：45
12：00
12：55
14：00
17：10

1日のスケジュール



香川県赤十字血液センター

砂子 祐樹学術情報・供給課
2016年入社

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
血
液
を

医
療
機
関
に
届
け
る
命
の
リ
レ
ー
の
最
終
走
者

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
血
液
を

医
療
機
関
に
届
け
る
命
の
リ
レ
ー
の
最
終
走
者

　学術情報・供給課では、医療機関からの発注
を受け、適合する血液製剤を準備し、医療機関
へお届けしています。患者さんの命に直結する
仕事であり、緊急の大量発注や特殊な製剤の依
頼など緊迫する場面もあります。正確かつ安全
に血液製剤を届けるため、職場内のチームワー
クはもちろん、医療機関との連携を意識しなが
ら仕事に臨んでいます。献血していただいた方
の思いを、血液を必要とする患者さんにつなぐ
大切な業務に携わっていることに誇りと責任を
感じています。

小出 悠介献血推進課
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　学生時代から「困っている人を救えるような仕事がしたい」という想いがあ
り、この職場に入社しました。献血推進課は献血バスでの受付や、少しでも多
くの方に献血にご協力いただけるよう、街頭での呼びかけをしています。また、
献血を知ってもらうために高校等で講演を行っています。多くの先輩方の助け
もあり、毎日の仕事にやりがいと楽しさを感じながら、助けを求める人のため
に日々奮闘しています。赤十字を背
負える「一人前」になれるよう、こ
れからも成長していきたいです。

出社
血液製剤の受注業務・供給業務
昼休憩
血液製剤の受注業務
医療機関を訪問・納品
退社

8：50
9：00
12：00
12：45
14：00
17：20

1日のスケジュール

出社
献血受付
昼休憩
献血受付　
集計作業・業務報告
退社

8：50
9：30
12：00
12：45
17：00
17：20

1日のスケジュール

高松赤十字病院

藤田 和希管財課
2016年入社

尾﨑 のぞみ総務課
2021年入社

桑田 祐輔医事課
2016年入社
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　祖父が赤十字病院に入院した際、医療スタッフの献身的な対応に救われたことが赤十字
病院を選んだきっかけです。管財課は主に建築や修理等の設備環境の整備、医療機器や診
療材料等の購買や在庫管理を担っており、他部署の職員や取引業者等多くの人と関わる仕
事です。現在様々な物の価格が高騰している中、より良い物を求めつつ、価格交渉や適正
な在庫管理等によって支出を抑えることは非常に重要でやりがいがあります。また私は日
本赤十字社救護員
に任命されており、
定期的に講習や訓
練を行っています。
災害時には事務職
の立場から貢献し
たいです。

出社
医薬品や文具等価格交渉、在庫管理
昼休憩
請求部門ヒアリング、物品選定、
委員会資料作成、ベンチマーク分析
発注作業、棚卸
退社

8：40
9：00
12：05
13：00

16：00
17：20

1日のスケジュール

　人に寄り添える仕事がしたいと思い、臨時職員として当院の外来受付で勤務し医療現場
で働くことの難しさとやりがいを感じ、正職員採用試験を受けることを決めました。
　総務課の業務は人事管理・給与計算・広報活動等があり、私は職員採用に関する業務や
休暇管理、出張申請等を担当しています。受付業務の時とは異なり患者様と接する機会は
少なくなりましたが、現場で働く職員を支えることで安全で質の高い医療を提供するため
の力になれるように努めています。

出社
出張申請業務
昼休憩
求人案内の作成
休暇管理業務
退社

8：40
8：45
12：05
13：00
15：00
17：20

1日のスケジュール

　学生時代、駅前で献血の呼びかけをしていた経験から赤十字には馴染みがあり、地域医
療の中核を担い高度な医療を提供している高松赤十字病院に魅力を感じ志望しました。
　現在は医事課に配属されており、ＤＰＣコーディングの精査、入院診療単価の向上、平均在
院日数の短縮など、診療報酬の観点から様々な分析を行い安定的な病院経営へ向けた取り
組みを行っています。また、精査結果等で得られたデータを見える化し、情報共有のため関
係部署に提供した際には「ありがとう」という感謝の言葉を頂くこともあり、日々大きなやり
がいを感じながら業務に従事しています。

出社
ＤＰＣコーディング精査、各部門との打合せ
昼休憩
データ分析、資料作成
ＤＰＣコーディング精査、各部門との打合せ
退社

8：40
8：45
12：05
13：00
15：30
17：20

1日のスケジュール



香川県赤十字血液センター

砂子 祐樹学術情報・供給課
2016年入社
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　学術情報・供給課では、医療機関からの発注
を受け、適合する血液製剤を準備し、医療機関
へお届けしています。患者さんの命に直結する
仕事であり、緊急の大量発注や特殊な製剤の依
頼など緊迫する場面もあります。正確かつ安全
に血液製剤を届けるため、職場内のチームワー
クはもちろん、医療機関との連携を意識しなが
ら仕事に臨んでいます。献血していただいた方
の思いを、血液を必要とする患者さんにつなぐ
大切な業務に携わっていることに誇りと責任を
感じています。

小出 悠介献血推進課
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　学生時代から「困っている人を救えるような仕事がしたい」という想いがあ
り、この職場に入社しました。献血推進課は献血バスでの受付や、少しでも多
くの方に献血にご協力いただけるよう、街頭での呼びかけをしています。また、
献血を知ってもらうために高校等で講演を行っています。多くの先輩方の助け
もあり、毎日の仕事にやりがいと楽しさを感じながら、助けを求める人のため
に日々奮闘しています。赤十字を背
負える「一人前」になれるよう、こ
れからも成長していきたいです。

出社
血液製剤の受注業務・供給業務
昼休憩
血液製剤の受注業務
医療機関を訪問・納品
退社

8：50
9：00
12：00
12：45
14：00
17：20

1日のスケジュール

出社
献血受付
昼休憩
献血受付　
集計作業・業務報告
退社

8：50
9：30
12：00
12：45
17：00
17：20

1日のスケジュール

高松赤十字病院

藤田 和希管財課
2016年入社

尾﨑 のぞみ総務課
2021年入社

桑田 祐輔医事課
2016年入社
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　祖父が赤十字病院に入院した際、医療スタッフの献身的な対応に救われたことが赤十字
病院を選んだきっかけです。管財課は主に建築や修理等の設備環境の整備、医療機器や診
療材料等の購買や在庫管理を担っており、他部署の職員や取引業者等多くの人と関わる仕
事です。現在様々な物の価格が高騰している中、より良い物を求めつつ、価格交渉や適正
な在庫管理等によって支出を抑えることは非常に重要でやりがいがあります。また私は日
本赤十字社救護員
に任命されており、
定期的に講習や訓
練を行っています。
災害時には事務職
の立場から貢献し
たいです。

出社
医薬品や文具等価格交渉、在庫管理
昼休憩
請求部門ヒアリング、物品選定、
委員会資料作成、ベンチマーク分析
発注作業、棚卸
退社

8：40
9：00
12：05
13：00

16：00
17：20

1日のスケジュール

　人に寄り添える仕事がしたいと思い、臨時職員として当院の外来受付で勤務し医療現場
で働くことの難しさとやりがいを感じ、正職員採用試験を受けることを決めました。
　総務課の業務は人事管理・給与計算・広報活動等があり、私は職員採用に関する業務や
休暇管理、出張申請等を担当しています。受付業務の時とは異なり患者様と接する機会は
少なくなりましたが、現場で働く職員を支えることで安全で質の高い医療を提供するため
の力になれるように努めています。

出社
出張申請業務
昼休憩
求人案内の作成
休暇管理業務
退社

8：40
8：45
12：05
13：00
15：00
17：20

1日のスケジュール

　学生時代、駅前で献血の呼びかけをしていた経験から赤十字には馴染みがあり、地域医
療の中核を担い高度な医療を提供している高松赤十字病院に魅力を感じ志望しました。
　現在は医事課に配属されており、ＤＰＣコーディングの精査、入院診療単価の向上、平均在
院日数の短縮など、診療報酬の観点から様々な分析を行い安定的な病院経営へ向けた取り
組みを行っています。また、精査結果等で得られたデータを見える化し、情報共有のため関
係部署に提供した際には「ありがとう」という感謝の言葉を頂くこともあり、日々大きなやり
がいを感じながら業務に従事しています。

出社
ＤＰＣコーディング精査、各部門との打合せ
昼休憩
データ分析、資料作成
ＤＰＣコーディング精査、各部門との打合せ
退社

8：40
8：45
12：05
13：00
15：30
17：20

1日のスケジュール



結婚・出産・弔慰・傷病・災害等の事由により支給

慶弔見舞金

勤続３年以上で規定により支給

退職金

給　与

初任給　207,972円（俸給＋地域手当、令和６年４月１日時点）
諸手当　扶養手当・通勤手当・住居手当・時間外手当等
昇　給　年１回
賞　与　年２回（６月、12月）

社会保険

健康保険・雇用保険・労災保険・厚生年金保険・確定給付企業年金等

産前休暇　出産予定日の７週間前から（労基法では６週間前から）
育児休業　３歳になるまで取得が可能
　　　　　男性の場合、育児休業に加え出生時育児休業（産後パパ育休）の取得が可能
　　　　　また、育児休業中の給付金の支給や復帰後に育児短時間勤務が可能

妊娠・出産・育児支援制度

10年・20年・30年勤続表彰および記念品贈呈
20年・30年勤続者については特別有給休暇の取得が可能

永年勤続表彰

年次有給休暇　24日
特別有給休暇　結婚・忌引・子の看護休暇・介護休暇・ボランティア休暇等

休　暇

日本赤十字社では、職員の福祉の増進を図るために
全社的な福利厚生事業を実施しています。

Mission Statement

日本赤十字社の使命
わたしたちは、苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、
いかなる状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

わたしたちの基本原則
わたしたちは、世界中の赤十字が共有する 7つの基本原則にしたがって行動します。

人　道　人間のいのちと健康、尊厳を守るため、苦痛の予防と軽減に努めます。
公　平　いかなる差別もせず、最も助けが必要な人を優先します。
中　立　すべての人の信頼を得て活動するため、いっさいの争いに加わりません。
独　立　国や他の援助機関の人道活動に協力しますが、赤十字としての自主性を保ちます。
奉　仕　利益を求めず、人を救うため、自発的に行動します。
単　一　国内で唯一の赤十字社として、すべての人に開かれた活動を進めます。
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わたしたちは、赤十字運動の担い手として、人道の実現のために、利己心と闘い、
無関心に陥ることなく、人の痛みや苦しみに目を向け、常に想像力をもって行動します。

給与
福利厚生
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わたしたちは、赤十字運動の担い手として、人道の実現のために、利己心と闘い、
無関心に陥ることなく、人の痛みや苦しみに目を向け、常に想像力をもって行動します。
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社　　名　日本赤十字社
県内施設　日本赤十字社香川県支部／高松赤十字病院／香川県赤十字血液センター

会社概要

日本赤十字社香川県支部　総務課
住　 所　〒760-0017　香川県高松市番町一丁目10番35号
　　　　　　　　　　　  香川県社会福祉総合センター5階
電　 話　087-861-4618（平日8：30～17：10）
Ｍａｉｌ　nisseki@kagawa.jrc.or.jp

お問い合わせ先

日本赤十字社香川県支部 合同採用サイト


